
（７） 受

 

 

◎「酪

受講者数

 

Ⅰ 本取

Ⅰ－１

Ⅰ－１－

 広

 愛

 鳥

 岡

 山

 香

 

Ⅰ－１－

 1

 2

 3

 4

 

 

 

 

 

Ⅰ－１－

 男

 女

 

 

 

 

 

 

受講生によ

農フィール

数：計 30 名

取組に関する

【属性につい

－１）所属大

広島大学 生

愛媛大学 農

鳥取大学 農

岡山大学 農

山口大学 農

香川大学 農

－２）学年 

年次生：13

2 年次生：10

3 年次生：7

4 年次生：該

－３）性別 

男性：11 名 

女性：19 名 

生物機能科

生物資源環

よるアンケ

ルド科学演

名 

る共通の質

いて】 

大学・学部（

生物生産部 

農学部 生物

農学部 生物

農学部 総合

農学部：4 名

農学部 生物

3 名 

0 名 

名 

該当者なし 

科：3 名 

環境科：1 名 

ケート評価

習」アンケ

問 

（コース等）

生物生産学

物資源学科：

物資源環境学

合農業科学科

  

物資源学科：

価 

ケート集計

 

学科：7 名 

6 名 

学科：6 名 

科：4 名 

3 名 

計結果 



Ⅰ－１－

ある：

 

 

 

Ⅰ－２

授業のこ

 ガ

 パ

 先

 ネ

 そ

 

 

 

 

 

－４）この演

：13 名，ない

Ⅰ－１－

 大

 高

 中

 小

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１－

 

 

 

 

 

 

 

【この授業に

ことを，何を

ガイダンス：

パンフレット

先輩から：1

ネット：該当

その他：4 名

演習以外に，

い：17 名 

－５）それは

大学：14 名 

高校：2 名 

中学校：該当

小学校：2 名

－６）授業の

農場実習：

野菜の栽培

牧場見学：

演習林実習

田植え：2

畜産実習：

林間学校：

に参加するに

を通して知っ

17 名 

ト：9 名 

名 

当者なし 

名 

これまでに

はどの時期か

当者なし 

 

の内容 

5 名 

培：3 名 

2 名 

習：2 名 

名 

1 名 

1 名 

にあたっての

ったか（複数

ない
57%

にフィールド

か(複数可）

の情報入手に

数可） 

あ
43

を利用した授

ついて】 

ある
3%

授業を受けたた経験がある

⼤学
33%

るか 

⾼
5

⼩学校
5%

⾼校
5%
校



Ⅰ－３

Ⅰ－３－

 自

 体

 単

 現

 食

 広

 他

 他

 友

 お

 そ

 

 

Ⅰ－３－

 自

 体

 単

 現

 食

 広

 他

 他

 友

 お

 そ

 

 

Ⅰ－４

Ⅰ－４－

※広島

 そ

 自

 わ

 

 

 

 

【この授業に

－１）最も強

自分の大学に

体験学習だか

単位が取得で

現在の志望分

食と農につい

広い知識を得

他大学のこと

他大学の学生

友人が参加す

おもしろそう

その他 (自由

－２）二番目

自分の大学に

体験学習だか

単位が取得で

現在の志望分

食と農につい

広い知識を得

他大学のこと

他大学の学生

友人が参加す

おもしろそう

その他 (自由

【広島大学で

－１）今回受

島大学の学生

そう思う：2

自分の大学に

わからない：

に参加した理

強い動機はど

には無い授業

から：2 名 

できるから：

分野に関係す

いて学べるか

得たいから：

とを知りたい

生と交流でき

するから：該

うだから：3

由記述）：該当

目に強い動機

には無い授業

から：7 名 

できるから：

分野に関係す

いて学べるか

得たいから：

とを知りたい

生と交流でき

するから：1

うだから：3

由記述）：該当

で授業を受け

受講したフィ

生は回答せず

0 名 

にも類する科

該当者なし

理由について

どれだったか

業科目だから

8 名 

するから：2 名

から：3 名 

3 名 

いから：1 名

きるから：該

該当者なし 

名 

当者なし 

機はどれだっ

業科目だから

2 名 

するから：5 名

から：6 名 

2 名 

いから：1 名

きるから：1 名

名 

名 

当者なし 

けた感想】 

ィールド教育

ず 

科目がある：

し 

て】 

か 

ら：8 名 

名 

該当者なし 

ったか 

ら：2 名 

名 

名 

育に類する授

3 名 

業は，自大学学にはない科科目・内容だだった 



Ⅰ－４－

※広島

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－５

Ⅰ－５－

 多

 丁

 少

 

 

 

 

 

Ⅰ－５－

 大

 ま

 あ

 悪

 

 

 

 

 

Ⅰ－５－

 活

 ま

 あ

 全

 

 

 

－２）他大学

島大学の学生

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

【他大学の学

－１）今回の

多すぎる：2

丁度良い：2

少なすぎる：

－２）他大学

大変良かった

まあまあ良か

あまり良くな

悪かった：該

－３）他大学

活発にできた

まあまあでき

あまりできな

全くできなか

学の先生の授

生は回答せず

う：20 名 

う思う：3 名

思わない：該

い：該当者な

学生との交流

の授業の受講

名 

8 名 

該当者なし

学の学生と同

た：17 名 

かった：12 名

なかった：1

該当者なし 

学の学生と交

た：7 名 

きた：19 名 

なかった：3

かった：1 名

授業を受講で

ず 

 

該当者なし 

なし 

流等について

講者数（30 名

し 

同じ授業を受

名 

名 

交流がどの程

名 

 

できて良かっ

て】 

名）は、 

受けたことに

程度できたと

た 

ついて 

思うか 



Ⅰ－６

（この授

Ⅰ－６－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－６－

 講

 実

 発

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－６－

 長

 丁

 短

 

 

 

 

 

 

 

 

【演習の実施

授業は，4 日

－１）こうし

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）講義，

講義：該当者

実習：30 名 

発表：該当者

－３）3 泊 4

長すぎる：6

Ⅰ－６

 

 

丁度良い：2

短すぎる：3

施方法につい

日間の集中形

した組合せは

う：15 名 

う思う：13 名

思わない：2

い：該当者な

実習，発表

者なし 

者なし 

日の日数に

名 

６－４）何日

1 単位にな

1 単位にな

1 名 

名 

いて】 

形式で，講義

は，授業を理

名 

名 

なし 

表のうち，最

について 

日間なら良い

っても 2 日

っても 3 日

，実習，発表

理解する上で

最も面白かっ

いか 

日間が良い：

間が良い：3

表の 3 部から

有効である

たもの 

3 名 

3 名 

ら構成されてている） 



Ⅰ－７

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加費に関

－１）自分の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）参加費

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－３）参加費

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

関して】 

の得たものを

う：10 名 

う思う：17 名

思わない：3

い：該当者な

費（実費）か

う：3 名 

う思う：15 名

思わない：11

い：1 名 

費（実費）か

う：12 名 

う思う：16 名

思わない：2

い：該当者な

を考えると参

名 

名 

なし 

から考えて，

名 

1 名 

から考えて，

名 

名 

なし 

参加費は妥当

食事は満足

宿泊施設に

か 

できたか 

は満足できたか 



Ⅰ－７－

 そ

 そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８

Ⅰ－８－

有意義で

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

－４）参加費

そう思う：3

Ⅰ－７

 

 

 

 

そう思わない

【食農フィー

－１）このフ

である 

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

費（実費）を

名 

７－５）参加

9,000 円～

10,000 円～

15,000 円～

20,000 円～

い：27 名 

ールド科学演

ィールド科学

う：25 名 

う思う：4 名

思わない：1

い：該当者な

演習によって

う：23 名 

う思う：6 名

思わない：1

い：該当者な

をもっと高く

加費（実費）

：1 名 

～：2 名 

～：該当者な

～：該当者な

演習全体につ

学演習の形式

 

名 

なし 

て，フィール

 

名 

なし 

しても食事

がどの程度

なし 

なし 

ついて】 

式は通常の講

ルド科学の幅

と宿泊施設

までなら参加

講義だけの授

広さや面白

を良くしてほ

加するか 

授業よりも，

さを知った 

ほしいか 

物事を考える上で，



Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

－３）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－４）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－５）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－６）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

演習を受講し

う：14 名 

う思う：16 名

思わない：該

い：該当者な

演習によって

う：18 名 

う思う：9 名

思わない：3

い：該当者な

演習によって

う：16 名 

う思う：2 名

思わない：12

い：該当者な

演習によって

う：9 名 

う思う：15 名

思わない：6

い：該当者な

して食べ物と

名 

該当者なし 

なし 

て，食べ物と

 

名 

なし 

て，わが国の

 

2 名 

なし 

て，行動力や

名 

名 

なし 

農業の関係

命の関連性

の食料自給率

や積極性を高

についても

について考

について考

めることが

っと知りた

えるようにな

えるようにな

できた 

くなった 

なった 

なった 



Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

－７）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－８）他大学

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－９）グルー

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－１０）グル

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

演習によって

う：13 名 

う思う：15 名

思わない：2

い：該当者な

学の学生と交

う：8 名 

う思う：17 名

思わない：5

い：該当者な

ープ単位の実

う：10 名 

う思う：16 名

思わない：4

い：該当者な

ループ単位の

う：2 名 

う思う：10 名

思わない：17

い：1 名 

て，これから

名 

名 

なし 

交流すること

名 

名 

なし 

実習によって

名 

名 

なし 

の実習によっ

名 

7 名 

らの学習意欲

によって，

て，チームワ

って，リーダ

欲が高まった

コミュニケー

ークに対す

ダーシップを

ーションスキ

る意識が高ま

とる力が高ま

キルが高まっ

まった 

まった 

った 



Ⅰ－８－

 非

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

しいか 

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１）参加

非常に満足し

まあまあ満足

あまり満足で

全く満足でき

－１２）今回

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－１３）フィ

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

加する前の期

した：15 名 

足した：13 名

できない：2

きない：該当

回の演習を受

う：12 名 

う思う：17 名

思わない：1

い：該当者な

ィールド科学

う：15 名 

う思う：14 名

思わない：1

い：該当者な

期待度に比べ

名 

名 

当者なし 

受講して後輩

名 

名 

なし 

学演習以外に

名 

名 

なし 

べて満足度は

輩にも勧めた

にも他大学の

どうか 

いと思ったか

の講義を受講

か 

できる機会をもっと増ややして欲



Ⅱ 授業

Ⅱ－１

Ⅱ－１－

 演

 牧

 胃

 乳

 搾

 乳

 

＜理由

牧草

・

・

乳牛

・

・

・

・

・

 

搾乳

・

・

・

・

・

・

・

・

 

乳牛

・

・

・

・

・

・

業に関する質

【今回の講義

－１）最も面

演習ガイダン

牧草，飼料作

胃のしくみを

乳牛と肉牛の

搾乳した生乳

乳牛の人工授

由＞ 

草，飼料作物

・最も熱心に

・牛の飼料に

 

牛と肉牛の遺

・写真が多く

・内容が好き

・わかりやす

・乳牛・肉牛

・先生の話が

乳した生乳を

・バターので

・バター作り

・初めての体

・バター作り

・バター作り

・実際にバタ

・牛乳からバ

・バター作り

牛の人工授精

・牛の体温を

・初めて解剖

・実際に直腸

・実際にどの

・実際に解剖

・もともと１

質問（この演

義に関する質

面白いと感じ

ンス：該当者

作物生産と放

を探る：該当

の遺伝的特性

乳を加工する

授精の実際：

物生産と放牧

に説明してく

について以前

遺伝的特性 

くイメージし

き。 

すく、面白か

牛だけでなく

がおもしろか

を加工する 

できる仕組み

りの経験がで

体験だったの

りが楽しかっ

りに興味があ

ター作りに成

バターを作る

りが楽しみだ

精の実際 

を肌で感じる

剖ができた。

腸検査をした

のようにして

剖できたのが

１番聞きたい

演習は，講

質問】 

じた講義とそ

者なし  

放牧の実際：

当者なし 

性：5 名 

る：8 名 

15 名 

牧の実際 

れたため。

前から気にな

しやすかった

かった。また

、地方によ

かった。話が

みがわかりや

できた。 

ので。 

った。 

あったため。

成功したから

るなどの加工

だったので！

ることができ

より詳しい

たから。 

ているのかを

が印象に強く

い講義だった

講義，実習，

その理由 

2 名 

 

なっていたこ

た。 

た遺伝に興味

よっても形態

が身近だった

やすく教われ

 

ら。 

工に興味があ

 

きたから。 

い仕組みがわ

を初めて知っ

残ったから

たから。 

発表等から

とがあった

味があったか

態が違うこと

。 

れたから。 

ったから。

かった。 

たから。 

。 

ら構成されて

ため。 

ら。 

を知れたから

ている） 

ら。 



・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

 

Ⅱ－１－

 演

 牧

 胃

 乳

 搾

 乳

 無

 

＜理由

牧草

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

胃の

・

・

・

・興味がある

・人工授精を

・実際に人工

・実際に受精

・実際の子宮

・牛の解剖の

・牛に手を入

・本物の胎児

・乳牛の子宮

－２）最も理

演習ガイダン

牧草，飼料作

胃のしくみを

乳牛と肉牛の

搾乳した生乳

乳牛の人工授

無回答：9 名

由＞ 

草，飼料作物

・計算が少し

授業時間が

・計算の仕方

・話が矛盾し

・収量の計算

・計算がわか

・単収などの

・話が難しか

・話し方が聞

・計算結果に

・飼料の量を

 

 

のしくみを探

・胃のそれぞ

・牛の胃は複

・難しい内容

るため。 

を実際に見学

工授精の様子

精を行う様子

宮を見て触る

の時に子供が

入れるのが刺

児をみたこと

宮を触ったり

理解しにくか

ンス：該当者

作物生産と放

を探る：4 名

の遺伝的特性

乳を加工する

授精の実際：

名 

物生産と放牧

しわかりにく

短く収量の

方がよくわか

していた。で

算が難しかっ

からなかった

の計算が少し

かった。 

聞き取りにく

に実感がわか

を計算するの

探る 

ぞれの役割や

複雑だった。

容に感じたか

学できたから

子を見られた

子を見ること

ることができ

がいて、あま

刺激的だった

とや直腸検査

スケッチで

かった講義と

者なし  

放牧の実際：

 

性：6 名 

る：該当者な

該当者なし

牧の実際 

かった。 

計算を簡単に

からなかった

でもイメージ

った。 

た。 

し複雑に思っ

かったから

かなかった。

のが難しかっ

や、胃酸中に

 

から。 

ら。 

たから。 

ができ、自

きたから。 

まり見ること

たから。 

査の印象が強

できておもし

その理由 

11 名 

なし 

し 

にすませてし

た。 

ジはつかめた

ったから。 

ら。 

 

ったから。 

にいる菌の役

分で直腸検査

ができない

いから。 

ろかったか

しまったので

ので理解は十

役割がわから

査もしたから

ものをみるこ

ら。 

で理解が追い

十分。 

なかったから

ら。 

ことができた

い付かなかっ

ら。 

た。 

ったから。 



・

乳牛

・

・

・

・

・

 

 

Ⅱ－２

Ⅱ－２－

 乳

 乳

 中

 肉

 

＜理由

乳搾

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・難しかった

 

牛と肉牛の遺

・当たりさわ

・もう少し交

・少し専門分

・牛舎ででき

・自分がちゃ

【今回の実習

－１）最も面

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

由＞ 

搾り体験 

・新鮮で、な

・最先端技術

・はじめての

・楽しかった

・病気やけが

・機械の取り

・なかなか搾

・牛を搾乳す

けることが

・前からやっ

・手で搾るの

・初めての体

・乳搾りはし

・初めての体

・搾乳を実際

・手で搾った

・初めての体

・実際の乳搾

・この作業が

・機械がすご

たから。 

遺伝的特性 

わりのない説

交配などの話

分野の内容が

きる授業があ

ゃんと話を聞

習に関する質

面白いと感じ

23 名 

サやり：2 名

のエサやりと

サやり：1 名

なかなかでき

術を知れたか

の体験であっ

た。 

がの牛の乳を

り入れ方など

搾乳の機会が

するところま

ができ賢いな

ってみたいと

のと機械で搾

体験だったか

したことがな

体験だった。

際に見られて

た感覚がよか

体験だった。

搾りは初めて

がしたくてこ

ごいから。 

説明が中心だ

話もしていた

が難しかった

あったらいい

聞いていなか

質問】 

じた管理作業

 

と畜舎の掃除

 

きないことだ

から。 

ったし、乳搾

をどのように

どがわかった

がないから。

まで移動させ

なと思ったか

と思っていた

搾るのをどち

から。 

なく、新鮮だ

 

て感動したか

かったから。

 

てだったから

この実習を選

だったため。

ただきたかっ

た。 

いと思った。

かっただけ。

業とその理由

除：4 名 

だから。 

搾りは楽しか

に搾るか知れ

た。 

 

せるのが大変

から。 

たから。 

ちらも体験で

だったから。

から。 

 

ら。 

選んだから。

 

た。 

 

 

 

かったから。

れたから。 

変だったが、

きたから。

 

 

いうことを聞かなくて人人を見分



・

・

・

・

乳牛

・

・

中小

・

・

・

・

肉牛

・

 

 

Ⅱ－２－

 乳

 乳

 中

 肉

 無

 

＜理由

乳搾

・

・

・

・

乳牛

・

・

・

・

・

・乳が好きな

・牛の乳をは

・搾るのがお

・経験がなく

 

牛へのエサや

・栄養が考え

・給餌機の動

 

小家畜へのエ

・家畜の世話

・動物とふれ

・掃除で多少

・放牧場へ家

 

牛へのエサや

・子牛がとっ

－２）最も理

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

無回答：11 名

由＞ 

搾り体験 

・事前にもう

・搾り方の説

・思っていた

・消毒や機械

 

牛へのエサや

・どの飼料に

・TMR に加

・エサの内容

・エサの比が

・半分に分か

なため。 

はじめて触っ

おもしろかっ

く、機械をつ

やり 

えられている

動きを間近で

エサやりと畜

話をできてと

れあいやすか

少は動物に恩

家畜を連れて

やり 

っても可愛か

理解しにくか

4 名 

サやり：9 名

のエサやりと

サやり：2 名

名 

う少し説明が

説明が少なか

たよりも消毒

械の使い方な

やり 

にどのような

えるものがた

容。 

が難しかった

かれて別の作

ったから。 

った。牛乳が

つかった搾乳

ることがわか

でみることが

畜舎の掃除 

とても楽しか

かったから。

恩返しできた

て行くのが楽

かった。 

かった管理作

 

と畜舎の掃除

 

がほしかった

かったから。

毒などがあっ

など複雑なと

な効果がある

たくさんあっ

た。 

作業をした時

が好きなので

乳だったから

かったから。

ができたため

かったから。

 

たから。 

楽しかった。

作業とその理

除：4 名 

た（器具等の

 

って少し複雑

ころが多々

るのかあまり

った。 

時、やってな

。 

。 

 

。 

 

 

由 

）。 

雑だったから。

あった。 

わからなか

いほうの作業

。 

った。 

業がわからななかった。 



・

・

・

 

中小

・

肉牛

・

・

 

 

Ⅱ－２－

 牧

 胃

 搾

 乳

 

＜理由

牧草

・

 

胃の

・

搾乳

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・あまり自分

・給餌ロボッ

・エサの種類

小家畜へのエ

・乳牛・肉牛

 

牛へのエサや

・エサの配合

・肉牛はあま

－３）最も面

牧草，飼料作

胃のしくみを

搾乳した生乳

乳牛の人工授

由＞ 

草，飼料作物

・最も熱心に

のしくみを探

・ルーメンジ

 

乳した生乳を

・実際にバタ

・バターを自

・初めてバタ

・バター作り

・バターがお

・バターを作

・加工に興味

・実際にバタ

・みんなで一

・バターが成

・バターが本

・実際にバタ

・バターを自

分たちででき

ットの全容が

類が様々だか

エサやりと畜

牛のエサやり

やり 

合が複雑。 

まり興味がな

面白いと感じ

作物生産と放

を探る：1 名

乳を加工する

授精の実際：

物生産と放牧

に説明してく

探る 

ジュースをカ

を加工する 

ターを作って

自分で初めて

ターが作れた

り。 

おいしかった

作れたから。

味があるから

ターを作って

一緒にバター

成功したから

本当に作れた

ターを食べて

自分で作れた

きなかった。

がわからなか

から。 

畜舎の掃除 

の時と比べ

ないから。 

じた実習（講

放牧の実際：

 

る：16 名 

12 名 

牧の実際 

れたため。

カテーテルに

てできる仕組

て実際に作っ

たから。また

たので。 

 

ら。 

て食べてみて

ーを作るのが

ら。 

たから。 

て体験できた

たから。 

 

かったため。

べて説明が少

講義と実習が

1 名 

 

に入れてとる

組みが理解で

ったから。 

た新鮮でおい

てバターの値

が楽しかった

たから。 

 

なく指示され

がセットにな

のを初めて見

きたから。

しかった。

値段が高い理

から。 

れる行動が多

っている授業

見た。 

由がわかった

多かったから

業）とその理

たから。 

ら。 

理由 



・

・

・

乳牛

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

 

 

Ⅱ－２－

 牧

 胃

 搾

 乳

 無

 

＜理由

牧草

・

・

・

・

・

・

胃の

・

・

・バター作り

・バター作り

・バターがで

 

牛の人工授精

・初めて実際

・直腸検査を

・牛の内部を

・子宮を見て

・酪農の現場

・これまでは

・牛や豚の生

・本だけでは

・牛の人工授

・実際に直腸

・直腸検査と

・興味があっ

－４）最も理

牧草，飼料作

胃のしくみを

搾乳した生乳

乳牛の人工授

無回答：9 名

由＞ 

草，飼料作物

・面積の計算

・飼料作物の

・トウモロコ

・計算がうま

・計算の仕方

・層別刈取法

 

のしくみを探

・胃酸中の菌

・牛のどの部

りに興味があ

りがおもしろ

できてよかっ

精の実際 

際に人工授精

を実際にした

を知れたのは

て触って解体

場について学

は映像しか見

生殖器の解剖

はないリアル

授精をしてい

腸検査ができ

と子宮の解剖

ったので。 

理解しにくか

作物生産と放

を探る：7 名

乳を加工する

授精の実際：

名 

物生産と放牧

算がわかりに

の量など考え

コシ以外の飼

まくできなか

方がよくわか

法などが難し

探る 

菌が行う役割

部分にどのよ

あるため。 

ろかった。 

った。 

精を行ってい

たり人工授精

は貴重な体験

体できたから

学べたと思う

見たことがな

剖ができたか

ルなものが知

いるところを

きたから。 

剖をできたの

かった実習（

放牧の実際：

 

る：1 名 

7 名 

牧の実際 

にくかった。

えるのが複雑

飼料の場合も

かったから。

からなかった

しかった。 

割等がわから

ような役割が

いるところを

精をみること

験だと思うか

ら。 

から。 

なくイメージ

から。 

知れてよかっ

を初めて見た

のがよかった

（講義と実習

6 名 

 

雑だった。 

も知りたかっ

 

た。 

らなかったか

があるか理解

見られたか

ができた。

から。 

ジできないこ

た。 

し、子宮も見

。 

がセットに

た。 

から。 

解できなかっ

ら。 

とだった。 

見られたから

なっている授

た。 

ら。 

授業）とそのの理由 



・

・

・

・

・

搾乳

・

乳牛

・

・

・

・

・

・

・

 

 

Ⅱ－３

Ⅱ－３－

 大

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

・胃の仕組み

・見ていてつ

・解剖でどの

・胃の仕組み

・牛の胃を実

 

乳した生乳を

・振るのをや

 

牛の人工授精

・時間が不足

・解剖図を描

・スケッチが

・はさみで切

・作業風景を

・スケッチが

・各部を理解

【今回の発表

－１）発表準

大変よく理解

まあまあ理解

あまり理解で

全く理解でき

－２）演習３

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

みがあまりよ

つらかった。

の部分がどの

みがよくわか

実際に見てみ

を加工する 

やめるタイミ

精の実際 

足していて質

描くのが難し

が大変だった

切るのがこわ

を見てもよく

が難しかった

解するのが難

表会および発

準備会２日目

解できた：10

解できた：17

できなかった

きなかった：

３日目の農場

う：21 名 

う思う：9 名

思わない：該

い：該当者な

よく理解でき

 

の器官なのか

からなかった

みたかった。

ングがいま

質問ができな

しかったから

た。 

わかった。 

わからなか

た。 

難しかった。

発表準備に関

目の教員と技

0 名 

7 名 

た：3 名 

該当者なし

場における自

 

該当者なし 

なし 

きなかった。

かわかりにく

た。 

 

まいちわから

なかった。 

ら。 

かったから。

 

関する質問】

技術職員によ

し 

自由質問時間

 

かった。 

なかった。

 

 

る授業と討論

は発表の準備

論は理解でき

備に役立った

きたか 

たか 



Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 上

 中

 下

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

－３）発表の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－４）他班の

上位に位置し

中程度に位置

下位に位置し

－５）発表の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－６）発表会

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

のチームワー

う：9 名 

う思う：18 名

思わない：3

い：該当者な

の発表と比較

していた：3

置していた 2

していた：4

のための基礎

う：5 名 

う思う：19 名

思わない：5

い：1 名 

会をすること

う：10 名 

う思う：18 名

思わない：1

い：1 名 

ークは上手く

名 

名 

なし 

較して自分た

名 

23 名 

名 

礎的な手法が

名 

名 

とで，講義や

名 

名 

できたか 

たちの発表は

が身に着いた

や実習の内容

 

か 

容がより理解できた 



Ⅲ ＴＡ

Ⅲ－１

Ⅲ－１－

 乳

 乳

 中

 肉

 無

 

＜具体

乳搾

・

・

・

・

・

乳牛

・

・

・

・

・

中小

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ａに関する質

【ＴＡの補助

－１）ＴＡの

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

無回答：4 名

体例＞ 

搾り体験 

・わからなか

・指示が正確

・搾り方を丁

・コツを教え

・乳搾り初め

 

牛へのエサや

・エサにもい

・最初の作業

・詳しいこと

・安全につい

・疑問を聞く

 

小家畜へのエ

・掃除道具の

・糞を入れる

・この辺を掃

・どこにエサ

・どこに道具

・与え方のコ

・どうすれば

・作業してい

・やらないと

・牛を思うよ

・エサの与え

・掃除用具の

・誘導してく

 

質問 

助に関する質

の補助が最も

5 名 

サやり：5 名

のエサやりと

サやり：3 名

名 

かったところ

確だった。 

丁寧に教えて

えてもらった

めてだったけ

やり 

いろんな種類

業でとまどっ

とを教えてく

いての注意が

くことができ

エサやりと畜

の片づけ方な

る場所を教え

掃除してね、

サをどれくら

具があるかな

コツを教えて

ばいいのかわ

いる職員より

といけないこ

ように扱えな

え方を教えて

の準備でお世

くれた。 

質問】 

も役に立った

 

と畜舎の掃除

 

ろをすぐ聞け

てもらった。

た。 

けどどうした

類があり、そ

っていたから

ださった。

が丁寧だった

きたから。 

畜舎の掃除 

などを教えて

えてもらった

といろいろ

らいあげるな

など教えてく

てくれたから

わからなかっ

も質問しや

ことが沢山あ

なかったとき

てくださった

世話になった

たのは、どの

除：13 名 

けたから。 

 

たらよいかな

それを説明し

ら。 

 

た。 

てもらった。

た。 

ろ教えていた

などを指示し

れた。 

ら（みんなが

ったので助か

やすかった。

あった。 

きに手伝って

たから。 

た。 

管理作業か

ど教えてくれ

てくれたか

 

だけたから。

てくれたか

食べられる

かった。 

 

もらったか

（その具体例

れてすぐにで

ら。 

。 

ら。 

よう広げると

ら。 

例） 

できたから。

とか）。 

 



肉牛

・

・

・

 

 

Ⅲ－１－

 牧

 胃

 搾

 乳

 無

 

＜具体

牧草

・

胃の

・

・

・

・

・

・

搾乳

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

牛へのエサや

・気になった

・補足説明を

・職員さんの

－２）ＴＡの

牧草，飼料作

胃のしくみを

搾乳した生乳

乳牛の人工授

無回答：1 名

体例＞ 

草，飼料作物

・収量の測定

 

のしくみを探

・胃の仕組み

・４つの班に

・準備などを

・解剖した部

・どこがどの

・コツを教え

 

乳した生乳を

・指示が正確

・コツを教え

・バターのラ

・言われたと

・このくらい

・バターをつ

・今どのよう

・あとどれく

・バターの出

・つくり方が

・どれくらい

・出来具合を

・事前にペッ

やり 

たことがすぐ

をしてくださ

の指示が届か

の補助が最も

作物生産と放

を探る：6 名

乳を加工する

授精の実際：

名 

物生産と放牧

定を補助して

探る 

みを聞くこと

に分かれてい

をたくさんし

部分での説明

の部分なのか

えていただい

を加工する 

確だった。 

えてもらった

ラスト 30 秒

とおりにした

いでいいよ、

つくるのにア

うな状態で何

くらいか教え

出来上がり具

がわかりやす

い振ればいい

を見てくださ

ットボトルや

ぐ聞けた。 

さった。 

かない時があ

も役に立った

放牧の実際：

 

る：16 名 

6 名 

牧の実際 

てもらったた

とができたか

いて、先生に

していただい

明がとてもわ

か説明してく

いたから。 

た。 

の大切さを知

たらバターが

とすぐ言っ

アドバイスし

何をすべきか

えてくれたか

具合の確認が

すかった。 

いのかわから

さったり、コ

や生乳の準備

あったから。

たのは、どの

1 名 

ため。 

から。 

に聞けない時

いたと思う。

わかりやすか

れた。 

知った。 

ができたから

ってもらえた

してくれたか

か教えてくれ

から。 

が素晴らしか

らなかった。

コツを教えて

備をしてくだ

 

実習か（そ

時にいろいろ教

 

かったから。

。 

から。 

から。 

れた。 

かった。 

 

くださった

ださった。 

の具体例） 

教えてもらえ

から。 

えるから。 
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・
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・バター作り

・事前にペッ

 

牛の人工授精

・子宮の仕組

・解剖の仕方

・子宮の名称

・生殖器観察

・直腸検査。

・説明をして

－３）発表準

はい：29 名 

いいえ：1 名

由＞ 

い 

・ヒントがみ

・考え方の視

・質問や疑問

・上手くまと

・いろいろア

・その人の研

・発表の仕方

・どうした方

・まとめ方の

・スライドを

・アプローチ

・質問できた

・準備の状況

・よくわから

・先生方より

・質問しやす

・TA さんも

・質問が多く

・先生が他の

・いつでも近

・一つ一つ丁

りについて詳

ットボトルや

精の実際 

組みやそれぞ

方など教えて

称などを教え

察の手伝いを

 

てくださった

準備において

名 

みつかったか

視点の持ち方

問に思ったこ

とまっていな

アドバイスを

研究内容など

方や個性の表

方がわかりや

のアドバイス

を作る際にア

チの仕方がわ

た。 

況を確認して

らないことを

り気安く質問

すい。 

質問に答えて

くできたので

の人の質問で

近くにいてく

丁寧に答えて

詳しく指導し

や生乳の準備

ぞれの気管の

てくださった

えてもらった

をしてもらえ

た。 

てＴＡの補助

から。 

方を学べた。

ことをすぐに

ない時にアド

をもらえた。

ど学生に近い

表現の仕方を

やすいかなど

スをくれた。

アドバイスを

わかりやすか

てもらえた。

を聞けた。 

問できた。 

てくれたので

で役立った。

で忙しい時に

れてすぐに

てくれた。 

してくださっ

備をしてくだ

の役割を教え

た。 

た。 

えた。 

助は役に立っ

 

に聞けたから

ドバイスして

 

い人の話を聞

を学べた気が

どの助言がも

 

をもらいスム

かった。 

 

で助かった。

 

に回答してく

に質問に答え

た。 

ださった。 

てもらった。

たか（その理

。 

もらったか

けた。 

するから。

らえたから。

ーズに話し合

 

れた。 

てくれたか

。 

理由） 

ら。 

。 

合いながら進

ら。 

進むようにななった。 



・TA がいないとスムーズに回らないと思う。 

・体験談や酪農に関係なく大学生全般についてもいろいろ聞けたから。 

・発表準備中にできた疑問にたくさん答えていただいたから。 

・質問することができたから。 

・色々教えてくださった。 

・どのような流れで作ればよいか教えてくれた。 

 

いいえ 

・自分たちでそれまでの内容をまとめればよいため。 

 

その他 演習に関する感想 

良かった点 

・TA がつくのは質問が気軽にできるのでとてもよかった。 

・技術職員の方の生の声が聞けて良かったです。 

・お茶が常にあるのは熱中症対策として良い。 

・3 泊４日どうもありがとうございました。とてもいい体験ができました。 

・他大学との交流や自分の中で知識も知恵も深まってとてもよかったと感じた。 

・実習を通して規則正しい生活ができ、時間を有意義にできたと思いました。 

・4 日間ありがとうございました。 

・ホット賀茂がよかった。 

 

改善点 

・冷房が全体的に効きすぎていてとても寒かった（食堂、講義室など）。 

・クーラーが寒すぎた（食堂）。 

・宿泊ではなく帰宅したかった。 

・食事のおかずのバリエーションをもう少し増やしてほしかった 

・男子と女子でご飯を分けてほしい。また、あたたかい物が食べたいです。 

・パワーポイントの作成を２日目の晩から取り組むともっとスムーズだったと思う。 

・大学の食堂で食べるなどがあったらよかった。広島大学のことも知れるから。 

・一人で考える時間を設けてほしい。 

・それぞれの大学ごとにかたまって交流が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



総合考察 

 酪農フィールド科学演習については、1 年生、2 年生、3 年生の受講生の割合がほぼ均等であ

ったが、男女比は例年通り女子の割合が多い傾向にあった。これまでにフィールドを利用した

授業を受けたことがない学生が約半数いたことから、今後とも本演習を継続することで学生の

ニーズに答えることができると思われる。演習内容、演習環境、演習期間等に対する受講生の

満足度は例年と同様にいずれも高く、本演習プログラムの４年間の成果が表れたものと考えら

れる。しかし、演習（座学を含む）に対する理解度においては、各項目（例えば、飼養管理、

遺伝、繁殖等）間で大きな差が認められたことから、平成 27 年度以降の演習では、おおよその

内容は踏襲するものの、授業形態の詳細については授業担当者間で再考することで、授業項目

にかかわらず学生の理解度を高めることが必要であると考えられた。特に本農場では平成 27

年度から共同利用拠点の再認定を受けたので、さらに教育の質的向上に努めることが重要であ

る。 

 


